
令和 9 年度事業計画書

  令和 9 年 4 月 1 日から  令和 10 年 3 月 31 日まで

特定非営利活動法人スマイスセレソン 

大分県大分市田尻４７３番地 

理事長 後藤伸太郎 

１ 事業実施の方針

 保育事業において、園児にとって充実させたスポーツ教育活動や保育を行い、心身の成長を促

すことに努める。

 スマイスセレソンスポーツクラブ事業において、大会の参加等を通じて、利用者の健全育成に

貢献できるように努める。

  不動産の賃貸管理事業において、令和 8 年 11 月に東京都江東区に居住用アパートが竣工予定

であり、その物件の賃貸収入を見込んでいる。

 旅館業において、令和 8 年 10 月に東京都墨田区に建物が竣工予定であり、その施設の収入を

見込んでいる。

２ 事業の実施に関する事項

(1) 特定非営利活動に係る事業

定款の

事業名
事 業 内 容

実施

予定

日時

実施

予定

場所

従事者

の予定

人数

受益対象者

の範囲及び

予定人数

支出見込

額

(千円) 
①幼年期、幼少期、保育

期の運動能力開発に関

する調査、収集、及び情

報提供事業

幼年期、幼少期、保育期

の運動能力開発に関す

る調査、収集、及び情報

提供事業

実施予

定なし

   

②育成カリキュラムの

開発、スポーツ選手育成

環境の整備事業

育成カリキュラムの開

発、スポーツ選手育成環

境の整備事業

実施予

定なし

   

③スポーツ選手育成に

不可欠な技術指導者の

供給、医学、運動生理学、

運動生化学に精通する

指導者の養成

スポーツ選手育成に不

可欠な技術指導者の供

給、医学、運動生理学、

運動生化学に精通する

指導者の養成

実施予

定なし

   

④世界に対する活動の

意義の理解を得る広報、

及び成果に関する公表

事業

世界に対する活動の意

義の理解を得る広報、及

び成果に関する公表事

業

実施予

定なし

   



⑤幼年期、幼少期、保育

期に於ける育成方針や

カリキュラムに関する

相談事業 

メール・面談による相

談・カウンセリング

幼年期、幼少期、保育期

に於ける育成方針やカ

リキュラムに関する相

談事業 

メール・面談による相

談・カウンセリング

実施予

定なし

   

⑥セミナー・シンポジウ

ム事業

幼稚園及び保育等含む

幼児教育関係者、幼児教

育・保育に関するセミナ

ー・シンポジウムの開催

セミナー・シンポジウム

事業

幼稚園及び保育等含む

幼児教育関係者、幼児教

育・保育に関するセミナ

ー・シンポジウムの開催

実施予

定なし

   

⑦スマイスセレソンス

ポーツ幼児園の建造及

び運営事業

スポーツを通じた幼児

教育を行う無認可幼稚

園を運営

スマイスセレソンスポ

ーツ幼児園の運営

随時 大 分 市

田尻

13 名 大分県内の

希望者

71,579 

スマイスセレソンスポ

ーツ幼児園三佐の運営

随時 大 分 市

三佐

3 名 大分県内の

希望者

35,035 

WOODSTOCK の運営 随時 大 分 市

小池原

11 名 大分県内の

希望者

61,925 

スマイスセレソンスポ

ーツ幼児園熊本の運営

随時 熊 本 市

北区

2 名 熊本県内の

希望者

16,309 

⑧スマイスセレソンス

ポーツクラブの運営事

業

指導者の輩出に伴う多

種に亘るスポーツクラ

ブの運営

サッカークラブの運営 随時 大分県内 10 名 大分県内の

希望者

29,600 

⑨認可保育園の運営事

業

ゆめのほし保育園の

運営

随時 大 分 市

大手町

11 名 大分県内の

希望者

58,104 

⑩企業主導型保育園の

運営事業

スマイスセレソンスポ

ーツ保育園の運営

随時 大 分 市

田尻

62 名 大分県内の

希望者

249,830 

スマイスセレソン三佐

保育園の運営

随時 大 分 市

三佐

44 名 大分県内の

希望者

201,859 

スマイスセレソン熊本

保育園の運営

随時 熊 本 市

北区

30 名 熊本県内の

希望者

162,148 

⑪認定こども園の運営

事業

スマイスセレソンこど

も園の運営

随時 大 分 市

田尻

36 名 大分県内の

希望者

164,611 

⑫体験型農業プログラ

ム・食育支援を含む農業

振興事業

体験型農業プログラ

ム・食育支援を含む農業

振興事業

実施予

定なし

   

⑬その他目的を達成す

るために必要な事業

その他目的を達成する

ために必要な事業

実施予

定なし

   



(2) その他の事業

定款の

事業名
事 業 内 容

実施

予定

日時

実施

予定

場所

従事者

の予定

人数

支出見

込額

（千円）

①農作物の生産および販

売に関する事業

農作物の生産および

販売に関する事業

実施予定な

し

   

②不動産の管理・賃貸・利

活用による収益事業

不動産の賃貸業 随時 東京都江東区 1 名 7,600 

③旅館業による収益事業 旅館業施設の運営 随時 東京都墨田区 1 名 37,900 

（備考）

１ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。

２ 設立当初の事業年度及び翌事業年度の事業計画書をそれぞれ別葉として作成する。

３ ２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにし

て記載する。

４ ２の(1)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施予定日時、実施予定場所、従事

者の予定人数、受益対象者の範囲及び予定人数並びに支出見込額をそれぞれ記載する。

５ ２の(1)のうち「受益対象者の範囲及び予定人数」の欄には、具体的な受益対象者及び予定

人数を記載する。

６ ２の(2)については事業毎に定款の事業名、事業内容、実施予定日時、実施予定場所、従事

者の予定人数及び支出見込額をそれぞれ記載する。定款上、「その他の事業」に関する事項を

定めている場合は、設立当初の事業年度及び翌事業年度に実施予定がなくても「予定なし」

の旨を記載する。



令和9年度　活動予算書
令和9年4月1日から令和10年3月31日まで

特定非営利活動法人　スマイスセレソン
（単位：円）

特定非営利活動
に係る事業

Ⅰ 経常収益
１．受取会費

正会員受取会費
･････････････

２．受取寄附金
受取寄附金
･････････････

３．受取助成金等
　　　　受取民間助成金

･････････････
４．事業収益

保育所等・スポーツクラブの運営事業収益 1,119,700,000 1,119,700,000
不動産賃貸管理事業収益 13,700,000 13,700,000
旅館業収益 51,500,000 51,500,000

５．その他収益
受取利息 460,000 460,000
雑収益 193,400,000 193,400,000
助成金収入 9,600,000 9,600,000

経常収益計 1,323,160,000 65,200,000 1,388,360,000
Ⅱ 経常費用

１．事業費事業費（注１）
人件費
給料手当 566,900,000 566,900,000
法定福利費 78,500,000 78,500,000
退職給付費用
福利厚生費 5,800,000 5,800,000
･････････････
人件費計 651,200,000 0 651,200,000
その他経費
会議費
旅費交通費 9,600,000 9,600,000
減価償却費 65,000,000 10,200,000 75,200,000
支払利息 10,200,000 10,900,000 21,100,000
他　費用 315,000,000 24,400,000 339,400,000
その他経費計 399,800,000 45,500,000 445,300,000

事業費計 1,051,000,000 45,500,000 1,096,500,000
２．管理費管理費（注１）

人件費
役員報酬
給料手当 101,300,000 101,300,000
法定福利費 11,900,000 11,900,000
退職給付費用
福利厚生費 10,000,000 10,000,000
･････････････
人件費計 123,200,000 0 123,200,000
その他経費
会議費
旅費交通費 17,000,000 17,000,000
減価償却費 17,600,000 17,600,000
支払利息 360,000 360,000
他　費用 63,240,000 63,240,000
その他経費計 98,200,000 0 98,200,000

管理費計 221,400,000 0 221,400,000
経常費用計 1,272,400,000 45,500,000 1,317,900,000

当期経常増減額 50,760,000 19,700,000 70,460,000
Ⅲ 経常外収益

１．固定資産売却益
･････････････

経常外収益計
Ⅳ 経常外費用

１．過年度損益修正損
･････････････

経常外費用計
経理区分振替額（注２） 19,700,000 -19,700,000 0
当期正味財産増減額 70,460,000 70,460,000
前期繰越正味財産額（注３） 972,926,376
次期繰越正味財産額（注４） 1,043,386,376

（注１）人件費とその他経費に分けた上で、支出の形態別に内訳を記載する。
（注２）その他の事業で得た利益の振替額を記載する。
（注３）前事業年度活動計算書の「次期繰越正味財産額」と金額が一致することを確認する。
（注４）貸借対照表の「正味財産合計」と金額が一致することを確認する。
（注５）その他の事業を実施していない場合は、「その他の事業」欄の数字をすべて「０」とする。

合計

（１）

（２）

（１）

（２）

科目
その他の事業
（注５）


